
JAPIA-East

マンスリーレポート
Jul. 2026

7月になり、早いもので今年も残すところ6か月となりました。世の中の変化のスピードが急激に速まっている

中、6か月後の世の中ですら想像しにくくなった気がします。特にAIの開発。米国のAI新興企業アンソロピック

社の クロード・ミュトスやミュトス5が世界中を騒がせていますが、半年前、同社はまだそれを発表していません

でした。それを考えると来年の世界がどうなっているのか・・鬼も笑えませんね（笑）。来年のことなど考えずに、

直近の東日本支部の動きをお知らせします。

企画委員会 工場見学先を決定 PR・浸透活動も検討
6月18日、企画委員会（委員長：半田和久㈱ミクニ 取締役常務

執行役員）が開催され、今年度の工場見学先は5工場（トヨタ自動車

㈱元町工場、本田技研工業㈱寄居工場、リケンNPR㈱柏崎工場、リ

ョービ㈱菊川工場、㈱ブリヂストン彦根工場）に決まりました。研修として

利用している会員企業もあり、高い関心を示していただいている見学会で

すが、開催の約2か月前から募集を始めますので、是非ご参加ください。

また、委員会では支部におけるPR・浸透活動のあり方についても議論

がなされ、情報提供方法への改善要望等もありました。出されたご意見・

ご要望は真摯に受け止め、ユーザー・フレンドリーなものへ、できるものから

改善してまいります。

本部中小企業施策委員会 東京で初の「座談会」を開催

6月29日、本部中小企業施策委員会（委員長：石川伸一郎石

川ガスケット㈱代表取締役社長）が初めての地域別座談会を東京で

開催しました。今回は支部会員のうち東京と埼玉から7社8名が出席し、

中小企業施策委員を含め、20名を超える参加者が各社の抱える経営

課題等について意見交換を行いました。

DX化に伴う困難、仕入先の廃業対応、レアアースの値上がりや調達

困難・品不足、人材確保や事業承継など、各社が直面している様々な

課題について、中小企業施策委員からは、それら課題への対応に共感

する声とともに、自社における同様の問題への対応経験なども紹介され、

終始活発な意見交換となりました。座談会に参加した㈱オーツカ(東京

都品川区）の大塚宏之取締役社長は、「支部会員各社の「生」の声

を共有する良い機会であり、中小企業施策委員各位が意見の集約、

展開について、いろいろとご尽力されているとも感じた。」と感想を述べ、

部工会の果たす役割に期待を示しました。当支部管内での次回座談会

は、本年10月、東京・神奈川の会員を対象に開催予定です。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

7月の予定（東日本支部）

7日（火）中小企業委員会（自動車部品会館）

14日（火）正副支部長連絡会（ウェブ）

16日（木）本部理事懇談会（ウェブ）
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